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市
昆
憲
章
は
あ
な
た
の
孝
冒

奮
っ
て
応
募
く
だ
さ
い

　
市
制
二
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
市
民
憲
章
」
　
「
市
の
シ
ン
ボ
ル
（
木
・
花
・

鳥
）
」
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　
市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人
が
守
り
、

そ
し
て
推
進
で
き
る
「
市
民
憲
章
」
と
す
る
た
め
、
多
く
の
方
々
の
意
見
を
き
い
て
決

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
あ
な
た
の
考
え
て
い
る
「
憲
章
案
」
を
市
民
憲
章
制
定
委
員

会
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
民
憲
章
の
内
容
は
、
○
良
識
社
会
の
形
成
　
o
道
徳
高
揚
　
○
郷
土
愛
　
o
人
問

尊
重
　
o
社
会
福
祉
　
o
文
化
教
育
の
尊
重
　
○
そ
の
他
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
誓
い
を
五
項
目
程
度
に
ま
と
め
、
簡
単
明
瞭
な
文
章
で
表
現
し
、
み
ん
な
が
守

れ
る
き
ま
り
と
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

希

暴応
辱屯

鹿募

多要
ボ

隻領
丞

他
市
の
「
市
民
憲
章
」
を
参
考
に
記
す
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

（
例
1
）

一
、
わ
た
し
た
ち
は
、

一
、
わ
た
し
た
ち
は
、

一
、
わ
た
し
た
ち
は
、

一
、
わ
た
し
た
ち
は
、

一
、
わ
た
し
た
ち
は
、

自
然
を
愛
す
る
○
○
市
民
で
す

文
化
を
愛
す
る
O
O
市
民
で
す

勤
労
を
愛
す
る
○
○
市
民
で
す

家
庭
を
愛
す
る
○
○
市
民
で
す

心
を
愛
す
る
○
○
市
民
で
す

（
例
2
）
品
位
あ
る
市
民
の
誇
り
の
た
め
に
、

o
私
た
ち
○
○
市
民
は
清
潔
で
住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

o
私
た
ち
○
○
市
民
は
郷
土
の
自
然
や
文
化
財
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

o
私
た
ち
○
○
市
民
は
時
間
を
正
し
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
応
募
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
お

　
よ
び
通
学
し
で
、
い
る
与

○
応
募
方
法
　
指
定
の
応
募
は
が
き

　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
送
り

　
く
だ
さ
い
（
一
入
一
通
）
。
な
お

応
募
は
が
き
は
、
市
役
所
市
民
相

　
談
室
、
出
張
所
、
分
室
窓
口
に
も

　
置
い
て
あ
り
ま
す
。

o
応
募
期
限
　
八
月
三
十
］
日
へ
当

　
日
消
印
有
効
）

　
市
役
所
、
出
張
所
、
分
室
等
に
直

　
接
提
出
さ
れ
て
も
結
構
で
す
し
、

各
行
政
区
の
班
長
さ
ん
を
通
じ
て

　
区
長
さ
ん
に
お
届
け
い
た
だ
い
て

　
も
結
構
で
す
。

o
私
た
ち
○
○
市
民
は
交
通
道
徳
を
重
ん
じ
ま
し
ょ
う
。

o
私
た
ち
O
O
市
民
は
互
い
に
あ
た
た
か
く
交
わ
り
旅
行
者
を
親
切
に
迎
え

ま
し
よ
う
。

（
例
3
）
わ
た
し
た
ち
は
○
○
○
○
の
あ
る
○
○
市
民
で
す
。

O
元
気
で
は
た
ら
き
豊
か
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

o
空
も
道
路
も
草
も
木
も
き
れ
い
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
き
ま
り
を
よ
く
守
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

o
未
来
を
つ
く
る
子
ど
も
の
し
訂
わ
せ
な
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

o
世
界
と
結
ぶ
高
い
文
化
の
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
右
は
一
例
で
す
が
、
あ
な
た
か
常
日
頃
考
え
て
い
る
愛
市
精
神
を
文
章
に

表
わ
し
よ
り
よ
い
憲
章
を
あ
な
た
の
手
で
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。



市のシンポ轟

みんなで選びましょう

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親

し
ま
れ
る
、
白
石
市
に
ふ
さ
わ
し
い

シ
ン
ボ
ル
（
木
・
花
・
鳥
）
を
み
な

さ
ん
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
制
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
白
石
市
と
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
、

親
し
み
や
す
い
も
の
等
で
、
白
石
市

を
象
徴
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
木
・
花

鳥
を
制
定
委
員
会
で
次
の
と
お
り
候

補
と
し
て
選
び
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

の
考
え
で
、
ど
れ
が
『
番
適
当
か
、

投
票
し
て
下
さ
い
。
候
補
外
の
も
の

で
も
白
石
市
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
が

あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
附
し
て
投
票

さ
れ
て
結
構
で
す
。

市
の
木
・
花
・
鳥
の
候
補

　
　
【
木
】

サ
ク
ラ
H
親
し
み
の
あ
る
木

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
H
真
赤
に
紅
葉
す
る

ケ
ヤ
キ
貯
樹
勢
の
よ
い
木
（
県
木
）

ブ
ナ
”
蔵
王
の
代
表
樹

、
、
、
ズ
キ
”
生
活
の
木
（
ダ
ン
ゴ
の
木
）

カ
ヤ
甘
樹
勢
（
天
然
記
念
物
～
左
巻

　
　
　
　
　
カ
ヤ
・
小
ツ
ブ
カ
ヤ
）

モ
ク
セ
イ
一
城
下
町
と
し
て
親
し
ま

　
　
　
　
　
れ
て
い
る
木
・
芳
香

コ
ブ
シ
財
早
春
の
木
、
若
々
し
さ

【
花
】

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
貯
貴
重
な
花
、
名
誉

市
民
の
勲
章
の
デ
ザ
イ
ン
に
使
用

ヤ
マ
ブ
キ
”
親
し
ま
れ
て
い
る
花

ア
ジ
サ
イ
”
大
衆
的
で
栽
培
し
易
い

ハ
ギ
”
一
般
的
で
親
し
ま
れ
て
い
る

　
　
　
花
（
県
花
）

フ
ジ
月
片
倉
家
の
家
紋
、
親
し
ま
れ

　
　
　
て
い
る
花

サ
ク
ラ
、
キ
ク
、
ヤ
マ
ユ
リ
甘
親
し

ま
れ
て
い
る
花

【
鳥
】
一
般
的
に
見
ら
れ
、
愛
さ
れ

て
い
る
鳥

キ
ジ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、
ヤ
マ
ド
リ
、
メ

ジ
ロ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ホ

ト
ト
ギ
ス
、
カ
ッ
コ
ゥ

　
さ
て
、
ど
れ
が
よ
い
で
し
ょ
う
か

み
な
さ
ん
の
投
票
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

第
二
回
白
石
市
農
業
祭

　
農
業
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
が
年
々

き
び
し
く
な
る
中
で
農
業
者
は
良
質

の
農
産
物
を
生
産
す
る
こ
と
が
急
務

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
市
と
農
協
が
｝
体
と
な

り
、
昨
年
第
『
回
白
石
市
農
業
祭
を

開
催
し
出
品
物
の
比
較
検
討
を
行
な

う
と
と
も
に
、
生
産
物
へ
の
視
野
を

広
め
技
術
の
向
上
を
高
め
る
な
ど
、

次
年
へ
の
意
欲
と
希
望
を
与
え
大
き

な
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
に
引
続
き
第
二
回
白

石
市
農
業
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
が

今
回
は
特
に
白
石
市
制
施
行
二
十
五

周
年
記
念
並
び
に
、
白
石
市
農
業
協

同
組
合
合
併
十
五
周
年
記
念
行
事
と

し
て
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
今
か
ら

出
品
物
の
準
備
を
心
が
け
ら
れ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

第
『
部
農
林
産
物

　
　
　
共
進
会
出
品
計
画

▽
穀
類
　
米
・

　
大
豆
か
ぶ

▽
園
芸
作
物

麦
・
大
豆
・
稲
か
ぶ

リ
ン
ゴ
・
な
し
・
柿

　
こ
ろ
柿
・
大
根
・
人
参
・
長
い
も

　
ご
ぼ
う
・
さ
と
い
も
・
か
ん
し
ょ

　
ば
れ
い
し
ょ
・
は
く
さ
い
・
ね
ぎ

　
キ
ャ
ベ
ツ
・
レ
タ
ス
・
た
ま
ね
ぎ

　
ほ
う
れ
ん
草
・
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

▽
特
用
作
物
　
葉
た
ば
こ
・
に
ん
に

▽
飼
料
作
物
　
デ
ン
ト
コ
ー
ン
・
か

　
ぶ
・
牧
乾
草
・
サ
イ
レ
ー
ジ

▽
養
蚕
　
ま
ゆ
・
桑
か
ぶ

▽
林
産
　
木
炭
・
く
る
み
・
く
り
・

　
生
し
い
た
け
・
干
し
い
た
け
・
な

　
め
こ
・
箱
な
め
こ
・
し
め
じ
・
ほ

　
だ
木
・
杉
・
松
・
檜
・
唐
松
苗

第
二
部
畜
産
共
進
会
出
品
計
画

▽
乳
用
牛
　
五
～
十
ヵ
月
、
十
～
十

　
六
ヵ
月
、
十
六
～
二
十
四
ヵ
月

　
二
十
四
ヵ
月
以
上

▽
肉
用
牛
　
八
ー
十
六
ヵ
月
、
十
六

　
～
二
十
四
ヵ
月
、
二
十
四
ヵ
月
以

　
上

　
出
品
申
込
〆
切
り
期
日
は
十
月
十

日
の
予
定
で
す
。

市
職
員
募
集

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
採
用
す
る

白
石
市
職
員
の
採
用
試
験
を
次
の
要

綱
に
基
づ
き
実
施
い
た
し
ま
す
。

▽
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
貝

　
中
級
　
保
母
　
三
名

　
初
級
　
行
政
事
務
　
若
予
名

▽
受
験
資
格

　
ω
中
級
試
験
次
の
い
づ
れ
に
も
該

　
当
す
る
者

　
イ
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

　
昭
和
三
十
四
年
四
月
一
日
ま
で
に

　
生
ま
れ
た
者

　
ロ
　
保
母
の
資
格
を
有
す
る
者
ま

　
た
は
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十

　
一
日
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
み
の
者

　
ハ
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
短
大
卒

　
業
見
込
み
の
者

　
二
　
中
級
、
初
級
と
も
白
石
市
内

　
在
住
者

図
初
級
試
験
　
次
の
い
す
れ
に
も
該

　
当
す
る
者

　
イ
　
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
者

　
ロ
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
高
等
学

　
校
卒
業
見
込
み
の
者

▽
第
一
次
試
験
　
各
職
種
と
も
教
養

　
作
文
試
験

ω
試
験
日
　
昭
和
五
十
三
年
十
　
月

　
五
日
㈲

図
合
格
発
表
　
十
一
月
三
十
日

㈹
第
二
次
試
験
　
十
二
月
六
日
菊

ω
合
格
発
表
　
十
二
月
十
二
日

▽
給
与
　
白
石
市
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
に
よ
る

▽
受
験
手
続
　
昭
和
五
十
三
年
九
月

　
十
八
日
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
市

　
指
定
の
用
紙
に
よ
り
手
続
き
し
て

　
下
さ
い
。
詳
し
く
は
市
役
所
秘
書

　
企
．
画
課
入
事
係
（
五
ー
一
二
一
一

内
線
三
二
六
〉
へ
。
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